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防除適期予測，栽培管理計画策定等が
ある。特に寒冷地では，気象による農
業への影響が大きいため，メッシュ農
業気象データの利用が活発で，利用者
も多くなっている。一例は，以下の
サイトを参照いただきたい（https://
www.naro.go.jp/laboratory/harc/
contents/mesh_portal/index.html）。

農研機構 農業環境研究部門では，
メッシュ農業気象データを活用し
た「栽培管理支援システム」を開発
し，一般にも公開している（https://
agmis.naro.go.jp）。

これは，水稲，小麦，大豆を対象と
して，メッシュ農業気象データと，作
物生育予測モデル，病害予測モデルお
よび栽培管理技術を利用して，農業気
象災害を軽減するため，早期警戒情報
と作物の栽培管理に役立つ情報を作
成・配信し，生産者の意思決定を支援
するための情報システムである。

メッシュ農業気象データの利用拡大
の取り組みの一つとして，定期的に利
用講習会を開催している。講義に加え
て，実習の最後にはグループごとに
Python を用いたプログラムを作成す
る。これまでの実習では，病害虫の発

生予測や作物の収穫期・定植期予測等
が取り上げられているが，いずれも，
地道な栽培試験，現地調査等の研究蓄
積を元に，参加者各自が持ち寄った課
題の中から選ばれる。この中から，水
田雑草（ノビエ）の除草剤散布時期に
関する課題を例に挙げると，先行研究
および圃場試験の結果を用いて，気温
が平年値の場合，特定年の場合，さら
には温暖化シナリオによる 2050 年の
場合について，有効積算気温から防除
適期の予測を行い，結果を地図表示す
るプログラムを完成させた。これら過
去の利用講習会資料は，利用者専用サ
イトから参照することができる。

このように，気象要素を用いた予測
モデルやアルゴリズムの作成，過去の
検証から本年の予測，さらには将来の
温暖化時における評価まで，メッシュ
農業気象データは幅広く利用すること
ができる。

3. データの解像度および
精度，今後の展望

メッシュ農業気象データは，メッ
シュ平年値をベースに観測値を空間内

挿して作成されたものであり，観測地
点のないメッシュについては，あく
までも推定値である（大野ら 2016）。
このため，関東等の平野部では現地観
測データとの整合性が比較的高いが，
中山間地等の局地気象現象の卓越する
複雑地形下では，値が合いづらいとの
報告がある。この問題を解決するため，
農研機構 西日本農業研究センターに
おいて「50m メッシュ精密気象デー
タの作成方法」が開発されている（農
研機構 2021）。また，現地気象観測
データを反映させることで，精度を高
める試みも行われている。しかし，気
温については，特に正確に観測するこ
とは難しく，日射による昇温を取り除
くための複数層の日除けの中にセン
サーを設置し，電源を確保して適切な
風量で通風する必要がある。一方で，
特に中山間地ではこのような装置を設
置することは困難である。そこで，農
研機構 農業環境研究部門では，全く
新しい気温センサー「三球温度計」を
開発した（Maruyama et al, 2020）。
これは熱収支に基づいた原理を応用し
ており，電源および日除けが不要なた
め，どこでも気軽に正確な気温を測定
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することができる。今後，このような
高性能なセンサーの開発が進み，普及
されれば，さらなるデータ精度の向上
が期待される。

おわりに

メッシュ農業気象データが公開され
て以降，気象データ，特に予報値を農
業に取り込むハードルが下がり，研究
のみならず，一般にも広く利用される
ようになった。今後さらに気象データ
の社会実装が進み，気候変動に伴う生
産環境変化にも対応できるよう，デー

タの普及，また，システムの開発およ
び運用に尽力していきたいと思う。
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ウコギ科チドメグサ属の多年草。東北以南の水田畦畔や耕作
地周辺のやや湿った所，休耕田，池塘，湿った道端，側溝など
にごく普通。細い茎は良く分岐し，節から発根して地表を這う。
葉は互生し，葉身は円形，表面に光沢があり，掌状に浅く裂け
る。春から秋の間，葉の腋に短い花柄を出し小型の散形花序を
つける。花序は葉の位置より低く花は目立たない。

日本の在来種である。
古来，どこにでもある雑草として邪険にされてきたのだと想

像する。田を作ればその畦で，水路を作ればその堤で，畑にせ
よ住まい周辺にせよ，少しばかり湿り気のあるところだとどこ
ででもみられる。どこででもみられはするが地表面を這い回る
ためそんなに邪魔にはならない。難点はこの草の上は気を付け
て歩かないと滑りやすいことだろうか。背の高い草が繁茂する
とやがては少なくなり，背の高い草が刈られるとまた，勢力範
囲を広げていく。戦国時代さながらの陣取り合戦である。

室町時代の後半，武田信玄・上杉謙信らが割拠していた戦国

時代，各地で陣取りのための合戦が繰り返し行われていた。そ
んな戦のたびに，「足軽」と呼ばれる歩兵集団が組織されるの
だが，彼らは戦のない時には農民であった。ひとたび戦に加わ
ると命を落とすこともあるが，軽い擦過傷や切り傷の場合，こ
の草を摘み，洗い，揉んで傷口に貼りつけることで，その傷の
血を止めることができるということを十分に知っていたはずで
ある。止血に効果のある野草には，ヨモギ，ドクダミ，イタド
リなどがあげられるが，医学的根拠があるわけではない。止血
作用としてこれらの野草に含まれているタンニンの収斂作用が
血管や組織の収縮をもたらすと考えられている。

「血止草」の名は，古くから民間で血止めのために使ったこ
とからこの名がついた。

因みに陣取りで広がっていく様子は，牧野植物図鑑のチドメ
グサの図をみれば一目瞭然である。四方八方に広がっていく。
その広がり方や定着の仕方から在来のグランドカバープランツ
としても利用可能と思えるのだが。
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